
 

福祉のまちづくりに関するアンケート調査のお願い 

  

 日ごろより、新城市の福祉行政にご理解とご協力をいただき、御礼を申し上げます。 

新城市では、第３次地域福祉計画・地域福祉活動計画（令和２～６年度）に基づき、 

地域の困りごとを地域のみんなで解決していけるよう、福祉のまちづくりに関する様々

な取り組みを進めています。 

この調査は、来年度の次期計画の策定に向けて、市内にお住まいの18歳以上の方から

無作為に抽出させていただきました2,000人の皆様に、日ごろの生活のお困りごとやその

解決に向けた取り組み、活動支援のあり方などについてのご意見等をアンケート形式に

よりお聞きするものです。   

お忙しいところお手数をおかけしますが、調査の趣旨をご理解いただき、ご協力くだ

さいますよう、お願いを申し上げます。 

 

令和５年10月 

新城市長 下江 洋行  

  

調査票の記入について 

１ この調査には、あて名のご本人がご記入ください。 

２ 令和５年10月１日現在の内容でご記入ください。 

３ ご回答は、質問のあてはまる番号に○をつけてください。 

４ ○をつけていただく数を設問の末尾に示していますので、ご注意ください。 

５ ご回答が「その他」にあてはまる場合は、（ ）に具体的にご記入ください。 

 

調査票の回収について 

ご記入いただきました調査票は、同封の返信用封筒（切手不要）に入れ、10月20日

(金）までに投函してくださいますよう、お願いします。 

 ※この調査は、調査目的以外に使用することは一切ありません。 

 

調査についてのお問い合わせ 

  新城市役所 健康福祉部 福祉課 

   TEL  ０５３６－２３－７６２４  FAX  ０５３６－２３－７６９９ 

   Email fukushi@city.shinshiro.lg.jp 

ご回答についてのお願い 
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はじめに、（統計的処理を行うため）あなた自身のことについておたずねします 

 

問１ あなたの性別は。（○は１つだけ） 

１．男性                ２．女性 

 

問２ あなたの年齢（令和５年10月１日現在）は。（○は１つだけ）  

１．18～19歳 

４．40～49歳 

７．70～79歳 

２．20～29歳 

５．50～59歳 

８．80歳以上 

３．30～39歳 

６．60～69歳 

 

問３ あなたの職業等は。（○は１つだけ） 

１．正規従業員・職員 

３．自営業者（家族従事者含む） 

４．専業主婦・夫 

６．無職 

２．非正規従業員・職員 

  （派遣、契約、パート、アルバイト等） 

５．学生、専門学校生 

７．その他（          ） 

 

問４ あなたの家族（世帯）構成は。（○は１つだけ）  

１．ひとり暮らし（単身世帯） 

３．親と子（二世代世帯） 

５．その他の世帯（       ） 

２．夫婦のみ（一世代世帯） 

４．祖父母と親と子（三世代世帯） 

 

 

問５ あなたは、現在の所に通算して何年お住まいですか。（○は１つだけ） 

１．１年未満 

３．５年～10年未満 

５．20年～30年未満 

２．１年～５年未満 

４．10年～20年未満 

６．30年以上

 

問６ あなたは、どの地域（自治区）にお住まいですか。（○は１つだけ） 

１．新城地域 

４．舟着地域 

７．鳳来南部地域 

10．作手地域 

２．千郷地域 

５．八名地域 

８．鳳来東部地域 

11．わからない（地名 

３．東郷地域 

６．鳳来中部地域 

９．鳳来北西部地域 

     ） 
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あなたの生活の状況についておたずねします 

 

問７ あなたは、現在の生活に満足していますか。（○は１つだけ） 

１．満足している            ２．どちらかといえば満足している 

３．どちらかといえば満足していない   ４．満足していない 

５．どちらともいえない 

 

問８ 現在のあなたの健康状態は、どうですか。（○は１つだけ） 

１．健康である             ２．どちらかといえば健康である 

３．どちらかといえば健康でない     ４．健康でない 

５．どちらともいえない 

 

問９ 現在のあなたの暮らしは、経済的にみてどうですか。（○は１つだけ） 

１．大変苦しい             ２．どちらかといえば苦しい 

３．どちらかといえばゆとりがある    ４．大変ゆとりがある 

５．どちらともいえない 

 

問10 あなたは、ふだんの生活の中で、困りごとや不安に感じることなどありますか。

（○は１つだけ） 

１．よくある              ２．たまにある 

３．あまりない             ４．まったくない 

 

問11 問10で「１．よくある」または「２．たまにある」に○をつけた方におたずねしま

す。特に困ることや不安に思うことは何ですか。（○はいくつでも） 

１．健康状態 

３．介護 

５．収入、家計 

７．仕事 

９．交友・交際関係 

11．相談・話し相手 

13．犯罪被害 

15．自然災害 

17．地域活動（自治会活動等） 

２．障がい 

４．出産、子育て 

６．家事 

８．交通手段 

10．ひきこもり、孤立 

12．財産管理 

14．火災、事故 

16．近所づきあい 

18．その他（          ） 
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相談や情報収集についておたずねします 

 

問12 すべての方におたずねします。あなたは、困りごとや不安に感じることなど何か

あったら、家族や親族以外に相談できる相手はいますか。（○はいくつでも）

１．友人、知人 

３．民生委員・児童委員 

５．ＮＰＯ・ボランティア団体 

７．インターネット上のコミュニティ 

９．相談できる相手はいない 

 

２．自治会等 

４．公的な相談機関 

６．病院・診療所 

８．その他（         ） 

10．どこ（誰）に相談したらよいかわ

からない 
 

問13 公的な相談機関として、あなたがご存じなところはどこですか。（○はいくつでも）

１．市役所・各総合支所 

３．地域包括支援センター 

５．障がい者基幹相談支援センター 

７．保健センター 

９．職業安定所（ハローワーク） 

11．相談ダイヤル、インターネット相談 

２．社会福祉協議会 

４．高齢者ふれあい相談センター 

６．子育て支援センター 

８．警察署 

10．法務局 

12．その他（         ） 
 

問14 あなたの住んでいる地域で困っていることや問題になっていることをどのような

方法で解決するのがよいと思いますか。（○は１つだけ）

１．自分たちの生活に関わることだから、住民同士で相談し、協力して解決したい 

２．地域のことに熱心な人たちが考えてくれるので、その人たちに相談し、まかせたい 

３．行政に解決してもらえるように、相談や要求をしていきたい 

４．その他（                             ） 
 

問15 あなたは、福祉に関する情報について、家族や親族以外に主にどこから入手して

いますか。（○はいくつでも）

１．友人、知人 

３．民生委員・児童委員 

５．ＮＰＯ・ボランティア団体 

７．市のホームページ・ＳＮＳ 

９．インターネット（７を除く） 

11．特に入手していない 

 

２．自治会等 

４．公的な機関（問13参照） 

６．病院・診療所 

８．市の広報誌「ほのか」、冊子等 

10．その他（         ） 

12．どこ（誰）から入手したらよいか

わからない 
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近所づきあいや地域活動等ついておたずねします 

 

問16 あなたは、ふだん近所の人とどの程度のおつきあいをしていますか。（○は１つだけ） 

１．何でも相談し合える 

３．世間話をする程度 

５．行事等があれば会う程度 

２．内容によっては相談し合える 

４．あいさつをする程度 

６．つきあいがない 
 

問17 近所の人とのおつきあいについて、あなたの考えに最も近いものは、次のどれで

すか。（○は１つだけ） 

１．何でも相談し合うことが必要 

３．世間話をする程度で十分 

５．行事等のみの協力で十分 

２．内容によっては相談し合うことが必要 

４．あいさつをする程度で十分 

６．特に必要ない 
 

問18 あなたは、ふだんどの程度外出しますか。（○は１つだけ） 

１．仕事や学校で、ほぼ外出する 

３．仕事や学校以外で、頻繁に外出する 

５．ふだんは家にいるが、趣味などの

用事があるときだけ出かける 

７．自室からは出るが、家からは出ない 

２．仕事や学校で、ときどき外出する 

４．仕事や学校以外で、ときどき外出する 

６．ふだんは家にいるが、近所に買い

物などには出かける 

８．自室からもほとんど出ない 
 

問19 問18で「５．ふだんは家にいるが、趣味などの用事があるときだけ出かける」～

「８．自室からもほとんど出ない」に○をつけた方におたずねします。その状態に

なってどの程度が経ちますか。（○は１つだけ） 

１．6カ月未満 

４．3年～5年未満 

７．20年～30年未満 

２．6カ月～1年未満 

５．5年～10年未満 

８．30年以上 

３．1年～3年未満 

６．10年～20年未満 

９．わからない 
 

問20 すべての方におたずねします。あなたは、地域の活動や行事にどの程度参加して

いますか。（○は１つだけ） 

１．積極的に参加している 

３．あまり参加していない 

２．ほどほどに参加している 

４．参加していない
 

問21 あなたは、今後、地域の活動や行事に参加したいと思いますか。（○は１つだけ） 

１．ぜひ参加したい           ２．友人等が一緒なら参加したい 

３．時間ができたら参加したい      ４．機会があったら参加したい 

５．参加できない            ６．参加したくない 



5 

地域福祉活動ついておたずねします 

 

問22 あなたは、今までにボランティア活動に参加したことがありますか。（○は１つ

だけ） 

１．今も参加している 

３．参加したことがない 

２．以前に参加したことがある 

 

 

問23 問22で「１．今も参加している」または「２．以前に参加したことがある」に○を

つけた方におたずねします。それは、どのようなボランティア活動ですか。（○は

いくつでも） 

１．ひとり暮らしの高齢者など在宅の高齢者を対象とした活動 

２．在宅の障がいのある人を対象とした活動 

３．子どもや子育て世代を対象とした活動 

４．特別養護老人ホームや障害者施設などの福祉施設での活動 

５．こども園（保育園・幼稚園）や学校などでの活動 

６．病院など医療機関での活動 

７．ホームレスなど生活困窮者を対象とした活動 

８．地域のパトロールなどの防犯活動や交通安全活動、消防団活動 

９．被災地域での援助・復興活動 

10．その他（                              ） 

 

問24 すべての方におたずねします。あなたは、今後、ボランティア活動に参加したい

と思いますか。（○は１つだけ） 

１．ぜひ参加したい 

３．時間ができたら参加したい 

５．参加できない 

２．友人等が一緒なら参加したい 

４．機会があったら参加したい 

６．参加したくない 

 

問25 問24で「５．参加できない」または「６．参加したくない」に○をつけた方におた

ずねします。参加できない、参加したくない理由は何ですか。（○は１つだけ） 

１．興味や関心がないから 

３．時間がないから 

５．自分の生活のことで精一杯だから 

２．機会がないから 

４．高齢、障がい、病気のため 

６．その他（           ） 
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問26 すべての方におたずねします。これからの福祉は住民やボランティアの参加や協

力がより必要になるといわれていますが、地域のみんなが安心して暮らしていくた

めには、①どのような福祉活動が必要だと考えますか。また、②あなたができる福

祉活動はありますか。（①②とも○はいくつでも） 

住民やボランティアによる福祉活動の内容 ①必要なこと ②できること 

１．ひとり暮らし高齢者や障がいのある人などへの声かけ   

２．ひとり暮らし高齢者や障がいのある人などの買い物
やゴミ出し等の手助け   

３．ねたきりの高齢者や障がいのある人などの介助   

４．乳幼児の短時間の預かり   

５．ふれあいサロンなどの高齢者等が集える場への協力   

６．子育てサークルなどの子育て家庭の相談・仲間づく 
りへの協力   

７．福祉施設での手伝いや話し相手   

８．ひきこもりやヤングケアラー（※）、生活困窮、虐待
などにより孤立化した世帯の把握と情報の共有   

９．地域のパトロールなどの防犯活動や交通安全活動、 
消防団活動   

10．災害時での安否確認や避難誘導などの手助け   

11．寄付、募金への協力   

12．福祉に関する情報の取集と周囲との情報の共有   

13．その他（                  ）   

14．特にない   

※ヤングケアラーとは、本来大人が担うと想定されている家事や家族の世話などを日常的に行ってい
る子どものことで、責任や負担の重さにより、学業や友人関係などに影響が出てしまうことがある。 

 

問27 地域には福祉を支える活動を行っている様々な人や団体がありますが、あなたは、

次のア～エについて、ご存じですか。（それぞれ○は１つだけ） 

 
1.活動内容も 
含め知って 
いる 

2.聞いたことは 
あるが活動内 
容は知らない 

3.知らない 
 
 

ア 社会福祉協議会 １ ２ ３ 

イ ボランティアセンター １ ２ ３ 

ウ 民生委員・児童委員 １ ２ ３ 

エ 保護司 １ ２ ３ 
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問28 地域における福祉を充実するために様々な制度や活動がありますが、あなたは、

次のア～エについて、ご存じですか。（それぞれ○は１つだけ） 

 
1.内容も含め 
知っている 
 

2.聞いたことは 
あるが内容は 
知らない 

3.知らない 
 
 

ア 地域共生社会 １ ２ ３ 

イ 成年後見制度 １ ２ ３ 

ウ 災害時要援護者避難支援制度 １ ２ ３ 

エ 社会を明るくする運動 １ ２ ３ 

 

 

問29 福祉水準が高いまち（福祉が充実しているまち）とは、どのようなまちだと思い

ますか。あなたの考えに最も近いものは、次のどれですか。（○は１つだけ） 

１．福祉施設や福祉サービス事業者が多いまち 

２．基本的な公的サービスはもちろんだが、住民の福祉意識が高く、地域の支え 

合いやボランティア活動が地域に根づいているまち 

３．公的サービスの種類が多く、福祉関係手当の金額などが高いまち 

４．その他（                             ） 

 

問30 あなたは、新城市の福祉水準（公的・非公的な福祉サービスも含め）についてど

のように感じていますか。（○は１つだけ） 

１．非常に進んでいる 

３．普通 

５．非常に遅れている 

２．やや進んでいる 

４．やや遅れている 

６．わからない

 

問31 あなたのお住まいの地域では、高齢者や障がいのある人などを含めて、お互いの

生活を地域全体で支え合っていると感じますか。（○は１つだけ） 

１．とても感じる 

３．あまり感じない 

５．わからない 

２．やや感じる 

４．まったく感じない 

 

 

 

 

 

福祉のまちづくりについておたずねします 

今後の福祉のまちづくりの進め方や活動、組織のあり方など、自由にご記入ください。 

ご協力ありがとうございました 


